
事業計画書・収支計画書 概要版（議会説明用・公表情報） 

（施設名 新潟市歴史博物館・旧新潟税関庁舎等・新潟市文化財旧小澤家住宅 ） 

団体名 公益財団法人 新潟市芸術文化振興財団 

１ 事業理念，運営方針等 （１）事業理念 市等の財産である公の施設の設置目的を指定管理によって果たすため，条例を十分に理解し，公共サービスの維持向上を図る 

（２）運営方針 ①法令遵守 ②公正な管理運営 ③平等な利用の実現 ④市民ニーズに対応した運営 ⑤市の歴史文化施策の理解と実現 ほか 

２ 施設の管理運営 （１）施設の管理運営についての実施方針 

  ①安全対策についてはあらゆる緊急事態に対応できるよう，十分な組織体制で施設の安全を確保する 

  ②維持管理は，施設が常に良い状態に保てるよう日常点検・法定点検等を確実に実施する 

（２）集客対策 

  ①利用者ニーズの把握 ②ＰＲキャラクターやＳＮＳを使った広報活動の充実 ③地域連携イベントの開催，博学連携等幅広い集客対策 

（３）経費の節減 

  不要な支出を抑えるほか，業務の見直し，効率化による費用のコストダウンを図る 

（４）サービス向上の具体的な取り組み 

  入館者（観覧者，講座受講者，学校教諭など）の意見を聴取した結果を全スタッフで情報を共有し，運営に反映させる 

（５）組織体制 

  館を統括する歴史博物館長，これを補佐する副館長のほか，博物館スタッフ１６名，旧小澤家スタッフ４名を配置する 

（６）人材育成 

  ホスピタリティを重視した来館者対応や公の施設を正しく運営するため，専門研修，接遇研修，コンプライアンス研修等を行う 

（７）自己評価の仕組みとマネジメントへの反映について 

  目標管理型シート等を活用し，計画（Ｐ）・実行（Ｄ）・自己評価（Ｃ）・改善（Ａ）のマネジメントサイクルを繰り返し，より良い運営を

目指す 

３ 社会貢献等 （１）新型コロナウイルスによる社会情勢の変化に対応するため，学校，高齢者施設などへのアウトリーチ活動を充実 

（２）障がいの有無にかかわらず楽しめる展示，事業を展開し，共生社会を目指す 

４ 男女共同参画の取り組み 
（１）次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画の策定 （２）女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画を策定 等 

５ 博物館法等に基づく運営 （１）方針 

今までの実績を踏まえ，市民の共有財産である文化財（歴史資料）を適切な保存・管理に努め，「新潟らしさ」を探求するとともに，新型

コロナウイルスのような社会情勢の変化に対応しつつ，次世代を担う子どもたちへの対応方法やインターネットを利用した新たな博物館

事業を確立させる。 

（２）内容等 

①「新潟らしさ」の掘り起こしをコンセプトにした多面的な企画展の開催 ②アウトリーチ活動の充実 ③ウイズコロナ時代に即したイン

ターネットを活用した新たな事業展開 ④所蔵品の公開促進 ⑤より良い博物館運営を目指すスキルアップ研修会への参加 

６ 収支計画 

（指定管理期間合計額） 

収入 

・指定管理料  1,265,973 千円 

・文化事業収入     2,295 千円 

・その他の事業収入   1,210 千円 

・補助金等        0 千円 

・その他         0 千円 

  合計     1,269,478 千円 

支出 

・人件費     515,684 千円 

・文化事業費    68,255 千円 

・施設管理費   685,539 千円 

・その他        0 千円 

 合計      1,269,478 千円 


